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の部分で約 15dB 程度高い感度を示した．また，体導音センサは ACM と比較して 600
～1000Hzで19.3dB，1300～2000Hzで25.4dB，加速度センサと比較して600～1000Hz







の比較対象センサより 100～2000Hz の周波数帯域で中央値が 99.3dB であり ACM よ
り 12.5dB，加速度センサより 5.8dB 高い感度を持っていた．また，体導音センサは特
に 1kHz 以上の周波数区間における狭窄音信号検出感度が 92%であり，ACM（77%），
加速度センサ（25%）よりも高かった．さらに，超音波診断装置によるシャント機能評












学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は，生体内音検出のために，センサの高感度化の手法を理論的に提案し，実験
的に手法の有効性を示したものである．本研究の結果を活用することで，呼吸音および
シャント音を高精度で検出できるだけでなく，医療・福祉の分野における生体内音によ
る機能診断技術の発展に貢献すると考える．また，公聴会においては，32 名の出席者
があり，機械学習を使う利点，疑似音と実際の患者音との違いに起因する結果への影響，
センサを組み合わせることの利点の有無，狭窄部とセンサ間距離の制限，提案センサに
よる生活習慣病のモニタの可能性，臨床現場で必要な耐久性を満たしているか否か，提
案センサで血流速の変化を見つけられるか否か，計測結果から疾病の特徴等を見いだせ
るか否か，など様々な質問がなされたが，いずれも著者の明快かつ詳細な説明によって
質問者の理解が得られた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
